
公益法人制度は現行制度の施行から15年を経て、来年４月から新たな制度がス
タートします。
新しい公益法人制度により、公益法人が社会的課題の変化等に対応し、より柔

軟・迅速で効果的な社会活動を展開できる仕組みとなります。公益法人に求められ
ることや今後の可能性などについて、実際に公益活動に携わる関係者により意見
をめぐらせます。

令和6年12月19日（木）13:00～15:30
日時

※当日は12:15から受付を開始します。

新しい公益法人制度対話フォーラム事務局（株式会社ウルフスタイル内）担当：富田、安田
TEL：050-1722-0577（土・日・祝日を除く10:00～18:00）
E-mail：moshikomi@wolfstyle.co.jp

国立オリンピック記念
青少年総合センター
カルチャー棟・小ホール
（東京都渋谷区代々木神園町3-1）

会場

※会場には公共交通機関にてお越しください。

小田急線「参宮橋」駅より徒歩7分

千代田線「代々木公園」駅より徒歩10分

会場：300人 （受付順）募集人員

※公益法人や公益活動に関心のある方であれば、どなたでも参加できます。

https://req.qubo.jp/Toko-2024/form/XdaK8gIc

申込方法
以下フォームよりお申込ください。

※受付フォームは運営事務局が設置しているものです。

参加
無料

事前
予約制

12月12日（木） 17:00申込締切日 ※定員に達した時点で受付終了となります。

⒈基調報告（高角健志 内閣府公益認定等委員会事務局長/大臣官房公益法人行政担当室長）

⒉講演（千田健一 公益社団法人日本フェンシング協会会長/公益財団法人宮城県スポーツ協会会長）

「オリンピック躍進の背景にある協会改革～なぜ日本フェンシングはここまで躍進できたのか～」

⒊新しい公益法人制度に関するパネルディスカッション

フォーラムの内容

内閣府
主催

https://req.qubo.jp/Toko-2024/form/XdaK8gIc


パネリスト 五十音順

新しい公益法人制度対話フォーラム 参加者

公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 代表理事

今井 悠介

公益社団法人経済同友会 常務理事

篠塚 肇

公益社団法人日本フェンシング協会 会長
公益財団法人宮城県スポーツ協会 会長

千田 健一

公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団 専務理事

中村 茂樹

公益社団法人日本オーケストラ連盟 専務理事
公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 理事

望月 正樹

明治大学 副学長(学務担当)
経営学部教授

石津 寿惠

内閣府公益認定等委員会事務局長
内閣府大臣官房公益法人行政担当室長

高角 健志

コーディネーター

基調報告
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